
作業報告 

日時 2013 年 11 月 4 日（月）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 200m 付近 

作業実績

１．継目部まくらぎ位置整正、つき固め （２６ｋ１６７ｍ～２６ｋ２０４ｍ）継目部４箇所

２．PCまくらぎ挿入 （２６ｋ１６７ｍ付近） １本
３．むら直し （２６ｋ１６０ｍ～２６ｋ１７５ｍ） ２箇所１０ｍ

４．通り整正 （２６ｋ１６０ｍ～１７５ｍ）   １５ｍ

５．砕石補充、整理 （２６ｋ１７０ｍ２１０ｍ L=４０ｍ） ６箇所 約７㎥

まくら木位置整正 まくら木交換

道床整理

作業終了時



作業報告 

日時 2013 年 11 月 5 日（火）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 375 付近 

作業実績 

１．損傷ＰＣまくらぎ交換    １本 （踏切より１７５ｍ地点） 

２．継目部まくらぎ位置整正  ５箇所（ＰＣまくらぎ１本撤去含む） 

３．むら直し           ３１ｍ（踏切起点１７４ｍ～２０５ｍ） 

４．通り整正           ５０ｍ（２５０ｍ～３００ｍ） 

５．砕石補充、整理       １式 

インド製タイタンパ 4 台の内、2 台が故障、水準器も壊れ、軌間ゲージが無いため、 

いよいよする作業が限られるようになった。バカ棒的な軌間ゲージでは難しく、唯一

ある日本製の軌間ゲージは、水準器が壊れている。 

 このままでは、日本からの器材到着まで、作業を一時中断することも検討しなけれ

ばならない。 

明日は作業区間を広げず、面整正を中心とした作業を行う。 

損傷ＰＣまくらぎ交換           継目部まくらぎ位置整正 



通り整正                作業終了時 

少しずつではあるが、線路らしくなってきた。 

整備している左側は上り（マンダレー方向）、右側は下りで、未整備のまま。 



2013.11.06（水） 

作業報告 

上下線ともに盛土の法面側レールが下がっているため、水準を整備したが、標準ゲージが不良で数値

が不明で、数位のでない水準器で見ている状態。 

に標準ゲージ 1本を持参してほしいのですが。 

作業実績 

・５ｍピッチ印し付け     １００ｍ（～３５５ｍ） 

・継目部まくらぎ位置整正  ２箇所 （ＰＣまくらぎ挿入１本含む） 

・むら直し（水準不良箇所） （踏切起点０ｍ～２２０ｍ） 

・砕石補充 j、整理      １２５ｍ （踏切起点２００ｍ～３２５ｍ） 

作業施工前                  施工中 

 砕石補充                  終了時 



2013.11.07 

作業報告 

本日も快晴、朝晩は少し涼しいようですが、日中の気温は日々高くなっている。 

作業は３００ｍ付近の橋梁部まで来た。 

 継目部の縦まくら木の加工は少々時間が掛かるようである。 

 本日は加工済みの四つ切まくら木のみ継目部に挿入しました。 

作業実績 

①５ｍピッチ印付け １００ｍ（踏切２６ｋ０００ｍとして２６ｋ４５５ｍまで） 

②継目部まくらぎ位置整正  ３箇所 （ＰＣまくらぎ挿入１本含む） 

③継目部四つ切まくらぎ挿入 ３箇所 

④むら直し（水準不良箇所） ８０ｍ（２６ｋ２５０ｍ～３３０ｍ） 

⑤通り直し         ２５ｍ（２６ｋ３０５ｍ～３３０ｍ）  

⑥砕石補充、整理       ２０ｍ 

⑦橋まくらぎ位置整正     ８ｍ 

まくらぎ位置整正                継目部四つ切まくらぎ挿入 

 橋梁アバット部つき固め            作業終了時（橋梁部を含めた区間） 



2013.11.11（月）
作業報告

午前８時に２６ｋ０００ｍ付近の踏切に集合。点呼後にミャンマー国鉄職員と継目部のまくら木整正、

砕石補充と整理、施工終了部分の水準の悪い箇所の再整備を行った。 

② 目部まくら木位置整正 ５箇所（２６ｋ３８０ｍ～４２８ｍ） 

②まくら木位置整正（中間部） ３本 

③損傷ＰＣまくら木交換    ４本 

④通り直し          ９０ｍ（２６ｋ３１０ｍ～４００ｍ）  

⑤砕石補充、整理       ４８ｍ（２６ｋ３８０ｍ～４２８ｍ） 

⑥検測（高低、通り）     施工前、施工後 

朝の点呼                   通り整正作業 

道床補充・整理 



2013.11.12 

作業報告 

上り線の 26ｋ付近の踏切のヤンゴン方の踏切取付け部の軌道整備を行った。 

現場付近での列車通過の状況を見ると、とても車両の動揺が大きいため整備を行った。 

また、本日 現場にＪＲ東日本の成澤副社長、ミャンマー国鉄本社の土木関係幹部の方が 

実習作業の見学に来られ、1時間程度作業を見学された。 

作業実績（上り線施工） 

①継目部まくらき位置整正 １箇所 

②損傷ＰＣまくらぎ交換   ２本 

③むら直し          １５ｍ（２５ｋ９７５ｍ～９９０ｍ） 

④バラスト補充・整備    ３０ｍ（２５ｋ９６０ｍ～９９０ｍ） 

⑤除草            ３０ｍ（２５ｋ９６０ｍ～９９０ｍ）  

踏切起点方の検測               高低調整後のむら直し 

作業終了後の状態 



2013.11.13（水） 

作業報告 

本日は、上り線の２６ｋ３４０ｍ付近の橋梁部よりバゴー方でまくら木位置整正、軌道整備を行った。 

 MR スタッフは使用機材を事前に確認しないようで、作業中にＥＧの燃料が切れ、道具がなく踏切まで取りに

帰ることが多いため、その日使用する機材を、取扱い責任者を決めて点検するように、終了点呼時に責任者に話

をした。 ここ数日、11時を過ぎると日差しが急に強くなってきた。 

 作業実績（上り線施工） 

①継目部まくらき位置整正   ３箇所（２６ｋ４４０ｍ～４６４ｍ） 

②まくらぎ位置整正（中間部） １箇所 

③損傷ＰＣまくらぎ交換     ２本 

④むら直し          区間延長８３ｍ（２６ｋ３４５ｍ～４２８ｍ） 

⑤通り整正          区間延長１１５ｍ（２６ｋ３４５ｍ～４６０ｍ）  

⑥バラスト補充・整備    ２４ｍ（２６ｋ４４０ｍ～４６４ｍ） 

⑦５ｍピッチ印付け    １００ｍ（２６ｋ５６０ｍ～６６０ｍ）  

まくらぎ位置整正施工中               通り整正作業中 

作業後の検測              施工後の線路状態



作業報告 

日時 2013 年 11 月 14 日（木）08：00～12：30 

場所 26 ㎞ 340～484m 

上り線の 26km340m 付近の橋梁部よりバゴー方でまくら木位置整正、総つき固めを行った。  

作業中、現場へミャンマーのテレビ局が取材にあった。 

作業実績（上り線施工） 

① 目部まくら木位置整正 １箇所（２６ｋ４７５ｍ） 

② まくら木位置整正（中間部） １箇所（２６ｋ４６０ｍ） 

③ 傷ＰＣまくら木交換     ３本 

④ つき固め           ２０ｍ（２６ｋ３４０ｍ～３６０ｍ）  

⑤ 石補充、整理         １２ｍ（２６ｋ４７２ｍ～４８４ｍ） 

⑥ 検測（高低、通り）     施工前、施工後 

まくら木位置整正施工中 作業後の検測 

作業後の線路状態 テレビ局の取材 



作業報告 

日時 2013 年 11 月 15 日（金）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 000 付近、26㎞ 400 付近 

本日は、昨日までの施工箇所のバラスト補充・整備と今週施工分手直しを行った。 

作業実績（上り線施工） 

①踏切取付け部むら直し   ３８ｍ（２５ｋ９５２ｍ～９９０ｍ） 

②通り直し         ２箇所（２５ｋ９６０ｍ～９８４ｍ、２６ｋ０００ｍ～０３５ｍ） 

③踏切端部固結部掘り起し、道床補充 1 箇所 

④砕石補充、整理      １４１ｍ（２６ｋ３４５ｍ～４８６ｍ） 

⑤検測（高低、通り）      施工前、施工後 

踏切起点方の高低調整・むら直し 踏切端部の固結部分掘起し

作業終了後の状態 



作業報告 

日時 2013 年 11 月 18 日（月）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 500 付近 

作業実績（上り線施工） 

① 目まくら木位置直し（短まくら木挿入含む）２箇所（２６ｋ４８５ｍ～５００ｍ） 

②ＰＣまくら木撤去、挿入   各 1 本  （２６ｋ４８５ｍ～５００ｍ） 

③軌道むら直し        延長８５ｍ（２６ｋ４０５ｍ～４９０ｍ） 

④砕石補充、整理       １５ｍ   （２６ｋ４８５ｍ～５００ｍ） 

⑤検測（高低、通り）     施工前、施工後 

今日より NSG の清野・三井両氏の交替で田中・中島両氏が現場指導に加わった。

継ぎ目部まくら木位置整正作業 継目部施工後 

むら直し



作業報告 

日時 2013 年 11 月 19 日（火）08：00～12：40 

場所 26 ㎞ 500 付近下り線（橋りょうマンダレー側） 

作業実績（下り線施工） 

① 継ぎ目まくら木位置整正 

② 軌道整備 

③ 道床補充・整理作業 

下り線 26 ㎞ 500 橋りょうのマンダ

レー側を30mに渡り線路こう上作業

を行った 



作業報告 

日時 11 月 20 日（水）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 500 付近上り線 

   26 ㎞ 350 付近下り線 

継目部の縦まくら木治具の取付けを施工したが、ミャンマー側で準備した短まくら木が

幅 200 ㎜ため、穴の位置を変更しています。 

作業実績 

上り線 

① 目部まくら木位置整正    ２箇所（２６ｋ５１０ｍ～５２５ｍ） 

② 目部縦まくら木金具取付け １箇所（２６ｋ５１０ｍ） 

③ 傷ＰＣまくら木交換     ３本 

下り線 

① 目部縦まくら木治具取付け 1 箇所（２６ｋ３６８ｍ） 

②通り直し            ３０ｍ（２６ｋ３４０ｍ～３７０ｍ） 

③むら直し            ２５ｍ（２６ｋ３５０ｍ～３７５ｍ）  

④道床補充・整理         １５ｍ（２６ｋ３５０ｍ～３６５ｍ） 

⑤検測（高低、通り）      施工前、施工後 

継目部短まくら木 

短まくら木を施工すると、つき固め

が出来ないので、短まくら木を線路方

向に敷設、治具も幅の小さいものに変

更を検討中。 

短まくら木穴あけ



作業報告 

日時 11 月 21 日（木）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 530 付近上り線 

   26 ㎞ 380 付近下り線 

作業実績 

上り線 

① 目部まくら木位置整正    ２箇所（２６ｋ５２５ｍ～５５５ｍ） 

② Ｃまくら木挿入       ２本 

③ 石補充、整理        ３５ｍ（２６ｋ５１０ｍ～５４５ｍ） 

④ 測（高低、通り）      施工前、施工後 

下り線 

①締結装置補修（ばね、インシュレーター、軌道パッド取付け）不良箇所 

②むら直し          ２０ｍ（２６ｋ３７０ｍ～３９０ｍ） 

③砕石補充、整理       ２０ｍ（２６ｋ３７０ｍ～３９０ｍ） 

④検測（高低、通り、水準）  施工前、施工後 

本日で、下り線の継目部の軌間拡大箇

所と橋梁取付け部のむら直し（水準直し）

を終了し、計画通り明日から上り線の作

業を続ける。

上り線 まくら木位置整正 下り線 道床肩かき上げ

下り線 作業終了時



作業報告 

日時 11 月 22 日（金）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 560 付近上り線 

作業実績上り線 

①継目部まくらぎ位置整正  ２箇所・12 本（２６ｋ５５５ｍ～５７５ｍ） 

②ＰＣまくらぎ挿入        ２本 

③むら直し            ３５ｍ（２６ｋ４７０ｍ～５０５ｍ） 

④通り整正            ３５ｍ（２６ｋ４７０ｍ～５０５ｍ） 

⑤砕石補充、整理       ５５ｍ（２６ｋ５１０ｍ～５４５ｍ、２６ｋ５５５～５７

５ｍ） 

⑥検測（高低、通り）      施工前、施工後 

⑦５ｍピッチ印付け      １２０ｍ（２６ｋ６６０ｍ～８２０ｍ） 

明日 23 日（土）は、ヤンゴン～バゴ

ー間の動揺測定を予定している。 

上り線 通り整正作業前 上り線 通り整正作業後

継目部まくら木位置整正 



作業報告 

日時 2013 年 11 月 25 日（月）08：00～12：00 

場所 上り線 26 ㎞ 530～585  

作業実績上り線 

①むら直し           ２５ｍ（２６ｋ５３０ｍ～５８５ｍ）  

②通り直し          ２箇所（２６ｋ５３０ｍ～５８５ｍ）Ｌ＝２０ｍ 

③砕石補充           ２６ｋ５７５ｍ～５８５ｍ 

④不良ＰＣマクラギ交換・挿入      ３本 

⑤検測（高低、通り）      施工前、施工後 

上り線 不良まくら木（折損）交換 １ 上り線 不良まくら木（折損）交換 2

継目部鉄板挿入（施工後） 



作業報告 

日時 2013 年 11 月 26 日（火）08：00～12：00 

場所 上り線 26 ㎞ 580～610  

作業実績 

① むら直し           １０ｍ（２６ｋ５８３ｍ～５９３ｍ）  

② まくら木位置整正       ９本（２６ｋ６００ｍ～６１０ｍ） 

③ 砕石石補充          Ｌ＝２０ｍ（２６ｋ５８３ｍ～６０３ｍ） 

④ 不良Ｃマクラギ交換・挿入   ３本  

⑤ 検測（高低、通り）      施工前、施工後 

12月 27日運輸政策研究機構からのタイタンパー贈呈式の準備

上り線 26k590 付近むら直し

日本からの保線機材 保線機材の動作確認（ヤンゴン駅構内） 



作業報告 

日時 2013 年 11 月 28 日（木）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 007～034m 

 作業実績 

① むら直し（実習兼） 下り線   ２０ｍ（２６ｋ０１４ｍ～０３４ｍ）  

  むら直し           上り線   １９ｍ（２６ｋ００７ｍ～０２６ｍ） 

② 石補充 上り線         Ｌ＝１５ｍ（２６ｋ０１０ｍ～０２５ｍ） 

③ 道床整理 下り線           ２０ｍ（２６ｋ０１４ｍ～０３４ｍ） 

  道床整理 上り線          １９ｍ（２６ｋ００７ｍ～０２６ｍ） 

④検測（高低、通り）      施工前、施工後 

○下り線は施工後の検測で－６ｍｍの箇所があったので、再度手直しでむら直しを実施した。

（むら直し実績位置と重複のため実績計上なし）Ｌ＝５ｍ 

○上り線は施工後に水準器で確認したところ、左側の水準が－７ｍｍあったので、再度むら

直しを実施した。（むら直し実績位置と重複のため実績計上なし）Ｌ＝１０ｍ 

Ｅ・Ｇ取扱い指導 Ｔ・T 取扱い指導 



Ｔ・Ｔによるつき固め



作業報告 

日時 11 月 29 日（金）08：00～12：00 

場所 26 ㎞ 028～108 

２６ｋ０３０ｍ付の上り線でＴ・Ｔ及びＥ・Ｇの取扱いと注意点を指導した。 

指導後、実習を兼ねて上り線２６ｋ０２８ｍ～１０８ｍ間のむら直し作業を行った 

Ｔ・Ｔ取扱い指導（Ａ・Ｂグループ）  Ｅ・Ｇ取扱い指導（Ａ・Ｂグループ） 

Ｔ・Ｔによる継目部短マクラギ搗き固め 



作業報告 

日時 2013 年 12 月 2 日（月）08：00～12：30 

場所 上り線 26 ㎞ 610～645 

作業内容 

午前 8時に 26k000m 付近の踏切に集合し点呼、点呼後上り線 26k610m 付近の軌道整備、

26k616m 付近の継ぎ目位置整正等を実施した。 

① むら直し   上り線       ２６ ｋ６１０ｍ～２６ｋ６４５ｍ Ｌ＝３５ｍ  

② 目位置整正  上り線    ２６ｋ６１６．５ｍ付近 ２本 

               ２６ｋ６３０ｍ付近 ６本 

               ２６ｋ６４２ｍ付近 ２本 

③ クラギ交換   上り線   ２６ｋ６１８．５ｍ付近 １本 

               ２６ｋ６２８．５ｍ付近 1 本 

④ マクラギ撤去  上り線   ２６ｋ６３５．５ｍ付近 １本 

④検測（高低、通り）     施工前、施工後 

マクラギ交換

通り直し 



作業報告 

日時 2013 年 12 月 3 日（月）08：00～12：00 

場所 上り線 26 ㎞ 635～680m 

作業内容 

①  むら直し 上り線  左 26k635m～26k680m L=55m  

② マクラギ位置整正 上り線 26k654m 付近 2 本 

             26k655m 付近 2 本 

             26k677m 付近 2 本 

             26k689m 付近 1 本 

③  マクラギ交換 上り線 26k654m 付近  2 本 

            26k655m 付近   1 本 

④ 検測（高低、通り） 施工前、施工後 

マクラギ交換 マクラギ位置整正

むら直し



作業報告 

日時 2013 年 12 月 4 日（水）08：00～12：30 

場所 上り線 26 ㎞ 673～730m 

作業内容 

① むら直し） 上り線 左  26k669m～26k717m L=30m             

② 目位置整正 上り線    26k701m 付近 2 本 

               26k713m 付近 2 本 

               26k725m 付近 2 本 

③ クラギ挿入 上り線     26k701m 付近 1 本 

               26k713m 付近 1 本 

④ クラギ交換 上り線      26k730m 付近 1 本 

⑤ 検測（高低、通り）    施工前、施工後 

マクラギ交換指導（Ｃ・Ｄグループ）

マクラギ位置整正指導（Ｃ・Ｄグループ）

むら直し指導（Ｃ・Ｄグループ）



作業報告 

日  時 12 月 5 日（木）08：00～11：00 13：00～14：00 

場  所 上り線 26 ㎞ 140～179 

作業内容 

① むら直し     上り線    26k140m～26k179m L=39m              

② 継目位置整正   上り線   26k165m 付近 2 本、26k177m 付近 2 本 

③  締結装置交換(パンドロール) 上り線 26k150m 付近 30 本 

④  検測（高低、通り）     施工前、施工 

・国土交通省「枡野国土交通審議官」ほか８名視察（13：00～14：00） 

   マクラギ直角指導（Ａ・Ｂグループ）   マクラギ位置整正指導（Ａ・Ｂグループ）

むら直し指導（Ａ・Ｂグループ）



作業報告 

日時 2013 年 12 月 6 日（金）08：00～12：30 

場所 上り線 26 ㎞ 000～270m 

作業内容 

① むら直し 上り線 26k000m～26k270m 

② 通り直し 上り線 26k180m～250m 

③  検測（高低、通り）    施工前、施工 

むら直し指導（Ｃ・Ｄグループ）

通り直し指導（Ｃ・Ｄグループ）



作業報告 

日  時 12 月 9 日（月）08：00～12：30 

場  所 上り線 26 ㎞ 265～803m 

作業内容 

① むら直し    上り線 左右 26k265m～26k329m             

② 通り直し    上り線 26k263m～273m．26k305m～315m 

③ 継ぎ目位置整正 上り線 26k749m2 本，26k760m2 本，26k773m2 本 

              26k785m2 本，26k797m2 本 

④ マクラギ交換  上り線 26k749m1 本，26k760m1 本，26k783m1 本

              26k793m1 本，26k803m1 本 

⑤ 検測（高低、通り）   施工前、施工 

むら直し指導（Ｃ・Ｄグループ）        通り直し指導（Ｃ・Ｄグループ）

本日より A,B,C,D グループ 24 名でタイタンパー8台、発電機、2台豆ジャッキ 10 台で始

める予定でいたが、ガソリンとエンジンオイルを用意していないため、1セットのみの稼働

であった。そのため、予定の作業が出来ず、また左右のむら直しがうまくいかず、作業の進

捗によっては、水準狂いが出てくる可能性がある。 

明日は 4台×２のタイタンパーで左右同時に進めて行く予定。 

朝から 11 時頃までは一頃よりも涼しくなったため、作業はやり易いが、機材の不足で手

待ちが多くなっている。こちらでパイスケや簡易トロもしくはネコを製作することを検討す

る。 



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 10 日（火）08：00～12：30 

場  所 上り線 26 ㎞ 790～870m 

作業内容 

主
な
作
業

作業種別 単 位 施工数量

総つき ｍ 0

むら直し ｍ 98

つき固め（総つき・むら直し含む） ｍ 98

継目部豆砕石使用のむら直し 箇所 0

継目部四つ切マクラギ挿入 箇所 0

マクラギ位置整正 本 6

マクラギ交換 本 1

マクラギ挿入 本 1

マクラギ撤去 本 0

マクラギ交換(挿入・撤去含む） 本 2

通り直し ｍ 98

道床補充・道床整理 ｍ 0

TT8台によるむら直し

MR 側から来週からの作業を 12 ㎞から 13 ㎞間を集中して、研修補修作業を進めてほしい

との依頼があった。今週には正式にレターを出すそうです。 

MR 本社から重点不良箇所の整備を急ぐようにとの指示があったそうです。 

一部パイロット区間の変更も有りますが、整備区間は 20 ㎞で変更しない予定です。 



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 11 日（水）08：00～12：30 

場  所 上り線 26 ㎞ 680～800 

作業内容 

主
な
作
業

作業種別 単位 施工数量

総つき ｍ 123

むら直し ｍ 0

つき固め（総つき・むら直し含む） ｍ 123

通り直し ｍ 48

道床補充・道床整理 ｍ 123

なかなか資機材が到着しない

ので、こちらで調達できるパイ

スケ、トロを用意して、作業効

率を上げます。 

道床整理・補充 

TT8 台によるむら直し



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 12 日（木）08：00～12：30 

場  所 上り線 26 ㎞ 780m～27 ㎞ 038m 

作業内容 

作業種別 単位 施工数量

総つき ｍ 131

むら直し ｍ 0

つき固め（総つき・むら直し含む） ｍ 131

通り直し ｍ 0

道床補充・道床整理 ｍ 131

総つきで 131m まで伸ばすことが出来ましたが、通り直しが出来なかったため、明日通り

直しをして、来週から下り 12 ㎞ 200 よりバゴー方で行います。 

TT8 台によるむら直し



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 13 日（金）08：00～11：30 

場  所 上り線 26 ㎞ 875m～27 ㎞ 035m 

     上り線 26 ㎞ 120m～26km181m 

作業内容 

作業種別 単位 施工数量

総つき  0

むら直し  39.5

つき固め（総つき・むら直し含む）  39.5

マクラギ位置整正  6

通り直し  131

道床補充・道床整理  39.5

本日 8:30～9:00、日本人学校中学

部生徒（20 名）が保線作業を見学し

た。このような JICA の仕事をするた

めには、どうしたらよいかとの質問も

あった（たくさん勉強をして大学を卒

業、JICA の採用試験を受けて下さい。） 

TT4 台によるむら直し

道床整理・バラスト運搬 



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 16 日（月）08：00～12：30 

場  所 下り線 12 ㎞ 200m～12 ㎞ 500m 

作業内容 

総括責任者：１名 作業責任者: 5 名 作業員:21 名 

・事前検測 12k200m～12k500m  L ＝ 300m 

・砕石補充 下り線 12 ㎞ 200～12 ㎞ 250 

・継目マクラギ位置整正 12k205m 付近 3 本、12k217m 付近 2 本、12k229m 付近  5 本 

            12k240m 付近 3 本、12k252m 付近 2 本、12k264m 付近 4 本 

            12k276m 付近 3 本 

作業種別 単位 施工数量

マクラギ位置整正 本 22

道床補充・道床整理 ｍ 50

本日より下り線 12 ㎞ 200 より作業

を開始する。 

12 月 20 日総つき実習のため、マク

ラギ位置整正、バラスト整理・補充

を中心に作業を行った。 

 バラスト補充は 19 日には行われ

る予定。 
継目マクラギ位置整正

12㎞ 200m 起点杭  位置出し、事前検測  



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 17 日（火）08：00～12：30 

場  所 下り線 12 ㎞ 250～12 ㎞ 320m 

作業内容 

総括責任者：１名 作業責任者：４名 作 業 員：２１名 

・バラスト補充     12k250m ～ 12k320m  L=70m 

・継目マクラギ位置整正 12k288m 付近 5 本  

 12k300m 付近 3 本 

 12k312m 付近  1 本 

            12k324m 付近 4 本  

12k335m 付近 2 本 

  バラスト補充・整理 

  マクラギ位置整正 

本日もマクラギ位置整正とバラスト補充を行った。 

今夜バラスト補充が行われる予定で、18 日は 20 日の総つきの準簿作業を行う予定。 



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 18 日（水）08：00～12：10 

場  所 下り線 12 ㎞ 250m～12 ㎞ 320m 

作業内容 

総括責任者：１名 作業責任者：４名 作業員：２１名  研修センター講師：1名 

・砕石補充        12k320m ～ 12k443m  L=123m 

・継目マクラギ位置整正 12k360m 付近 4 本   12k371m 付近 2 本 

 12k383m 付近  2 本  12k395m 付近 3 本  

12k407m 付近 3 本   12k419m 付近 3 本 

                        12k431m 付近 2 本    12k443m 付近 2 本      

・マクラギ位置整正   12k400m 付近 2 本    12k415m 付近 1 本      計  24 本 

昨夜バラスト補充が行われた。19 日午前中線路扛上の講習、午後は測量を行い、 

20 日線路扛上（総つき 100m）の準備を行う。 

マクラギ位置整正 

バラスト補充・整理 



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 19 日（木）08：00～16:30 

場  所 ヤンゴン中央駅講習室 08:00～12:20 

上り線 12 ㎞ 200m～300m 14:00～16:30 

作業内容 

ヤンゴン中央駅講習室 

安全・安定的なレール扛上について講習  講習者 28 名 

上り線 12 ㎞ 200～300m レール扛上のための測量実習 

20 日上り線 12km200～300m レール扛上のため、測量を行い、整備計画を立てたが、継ぎ目

部の落ち込みがひどく、またバラスト量が少ないため、最大 30 ㎜の向上を行う整備計画線

とした。 

レール扛上測量実習 

レール扛上講義 



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 20 日（金）08：00～12:30 

場  所 下り 12 ㎞ 200m～300m  

作業内容 

総括責任者：１名 作業責任者 ：4名 作業員：２４名  

研修センター講師 1名 南管区 AE 1 名 

・総つき固め       12k200m ～ 12k300m  L=100m 

・通り直し     12k200m ～ 12k300m  L=100m 

・測量       12k300m ～ 13k500m 

下り線 12km200～300 において、レール扛上を行ったが、バラスト量が少ないため、30 ㎜の

向上が精一杯であった。 

次回総つきのため、整備計画線を作成するため測量を行った。 



作業報告 

日  時 2013 年 12 月 23 日（月）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 260～660m 上り線 12 ㎞ 458m 付近 

作業内容 

総括責任者：1名 作業責任者 ：3名 作業員：23 名 研修センター講師：1名  

・マーキング         12 ㎞ 500m～660m 

・継目部マクラギ位置整正       16 本 

・中間マクラギ位置整正      5 本 

・バラスト補充          12k260ｍ ～ 320、12k420 ～ 13k500m 

・継目短縦マクラギ挿入     2 本 

上り線 12km458 付近絶縁継ぎ目部マクラギ破損（2本）のため、列車走行音が異常なため

マクラギを交換し短縦マクラギを挿入した。 

 明日はバラスト補充箇所 12k280～400 付近のむら直しを行う。 

マクラギ位置整正 締結装置交換

縦短マクラギ挿入 バラスト肩丁張  



作業報告 

日  時 12 月 24 日（火）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 290～425m 

作業内容 

総括責任者:1 名  作業責任者 ：3名 作業員：20 名 

・むら直し          12k295m～320m Ｌ＝25ｍ 

12k340m～370m Ｌ＝30ｍ 

12k390m～425m Ｌ＝35ｍ    合計 90m 

・通り直し          12k295m～425m L=130m 

・道床補充・道床整理     12k290m～320m L＝30m 

12k340m～360m Ｌ＝20m 

12k400m～420m Ｌ＝20m      合計 70m 

 明日は祝日のため現場は休工 

26 日は下り線 12k400m から 600m までのむら直し等を予定 

トロによるバラスト補充

通り直し

むら直しの状況

終了後の検測



作業報告 

日  時 12 月 26 日（木）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 380～490m 

作業内容 

総括責任者:1 名  作業責任者 ：4名 作業員：23 名 

・むら直し          12k380m～394m 右側Ｌ＝14ｍ(換算 7m) 

12k390m～430m Ｌ＝40ｍ 

12k440m～485m Ｌ＝45ｍ    合計 92m 

・通り直し          12k440m～470m L=30m 

・道床補充・道床整理     12k390m～420m L＝30m 

12k398m～420m 右側Ｌ＝22m(換算 11m) 

12k475m～490m Ｌ＝15m      合計 56m 

12 月 27 日は下り線 12k504ｍから 615ｍまで道床補充及びむら直し等を予定 

下り線 12km400m 付近むら直し

下り線 12km480m 付近右側肩道床補充

下り線 12km480m 付近道床補充

下り線 12km460m 付近通り直し



作業報告 

日  時 12 月 27 日（金）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 537m～628m 

作業内容 

総括責任者:1 名  作業責任者 ：4名 作業員：19 名 

・むら直し          12k545m～580m L=35m 

・通り直し          12k540m～585m L=45m 

・道床補充・道床整理     12k537m～628m L=91m 

・レールキロ程印付け     12k660m～800m L=140m 

来週の 30 日の予定：下り線 12km490m から 543m までの分岐器内の道床補充及び 12k640m

～700m の継目部位置整正及び道床補充 

バラスト投入前

通り整正

バラスト投入後

道床補充・道床整理後の状況



作業報告 

日  時 12 月 31 日（月）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 642～710  

上り線 12 ㎞ 456 レール継目不良個所 

作業内容 

作業責任者 ：3名 作業員：19 名   

・継目部マクラギ位置整正       14 本 

・継目木マクラギ挿入       １本 

・バラスト補充          12k642ｍ ～ 699m 

上り線 12km456 絶縁継ぎ目部に木マクラギを挿入した。 

マクラギ位置整正                   バラスト補充・整正 

継目用木マクラギ挿入



作業報告 

日  時 1 月 2 日（木）08：00～12:00 

場  所 下り線 12 ㎞ 490～600  

作業内容 

総括責任者：1名 作業責任者 ：4名 作業員：20 名  

・むら直し           12 ㎞ 430m～490m 

・カラつき（分岐器部分）    12 ㎞ 490m～537m 

・バラスト補充            12km 430m～537m  

12km 575m～600m 

下り線 12km500m 付近分岐器が浮いているため、バラスト補充とカラつきを行った。 

 明日はバラスト補充箇所 12km575～630 付近のむら直しを行う。 

マクラギつき固め
バラスト補充

分岐器浮き木マクラギつき固め



作業報告 

日  時 1 月 3 日（金）08：00～12:00 

場  所 下り線 12 ㎞ 575～628  

作業内容 

総括責任者：（夜勤明け欠） 作業責任者 ：3名 作業員：18 名  

・むら直し           12 ㎞ 575m～628m 

・通り直し           12 ㎞ 575m～628m 

・バラスト補充            12 ㎞ 575m～628m 

昨夜上り線のレール交換作業があったため、作業員の疲れが目立った。 

 下り 12 ㎞ 575m～628m でむら直しを行ったが、バラスト不足で、バラスト補充しながらの

むら直しとなったが、何とか踏切に取り付けた。 

 6 日からは踏切のバゴー方を整備するが、バラスト不足があるため、4，5日でホキ車での

バラスト補充を依頼した。 

むら直し

バラスト補充

通り直し



作業報告 

日  時 1 月 6 日（月）08：00～12:00 

場  所 下り線 12 ㎞ 730～900  

作業内容 

 作業責任者 ： 4 名 ・ 作業員  ：17 名 

・マクラギ位置整正      12k730m ～ 12k900m  31 本 

・簡易レベル測量      12 ㎞ 650～750m 

午前 8時に 12k600m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員と下り

線 12k730m～900m 間のマクラギ位置整正等を実施した。  

また、分岐器の落込み調査と 12k650m からバゴー方の簡易レベル測量を行ったが、扛上量

確認のためレール扛上は施工せず、明日以降続けて行う事とする。 

今晩バラスト補充を 12k880m から行い、今週は分岐器に手を付けず、レール扛上を進めて

行き、11 日（土）に列車動揺を測定する予定。 

分岐器補修打合せ

簡易レベル測量

砕石補充とマクラギ位置整正



作業報告 

日  時 1 月 7 日（火）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 643～800  

作業内容 

 ・統括責任者 ： 欠 ・作業責任者  ４名 ・作業員  ：２０名 

・総突き固め      12k643．5m ～ 12k680m  Ｌ＝36.5m 

（バゴー方取付け Ｌ＝10m は別途施行） 

         12k730m    ～ 12k740m  L=10m 

（前後取付け L=10m は別途施行） 

・通り直し     12k650m    ～ 12k670m  L=20m 

・道床整理     12k730m    ～ 12k740m  L=10m 

午前 8時に 12k600m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と下り

線 12k643.5m（バゴー方踏切端部）～800m 間の基準杭設置及び総突き固めを２グループで実

施した。 

基準杭と基準レールのレベル合わせ

総つき固め（ヤンゴン方） 総つき固め（バゴー方）



作業報告 

日  時 1 月 8 日（水）08：00～13:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 680～800  

作業内容 

 ・統括責任者 ： 欠 ・作業責任者 ４名 ・作業員  ：２０名 

・総突き固め      12k680m ～ 12k730m  Ｌ＝50m 

         12k740m  ～ 12k780   L＝40m 

（前後取付け L=10m は別途施行） 

・道床整理     12k643.5m    ～ 12k720m  L＝76.5m 

         12k730m   ～ 12k750m L＝20.0m 

午前 8時に 12k600m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と下り

線 12k680m（バゴー方踏切端部）～800m 間の基準杭設置及び総突き固めを２グループで実施

した。 

12k705m ～ 725m 水準不良のため、手直し総つき固めを行った。 

（暑いせいもあるが、水準の確認を怠ったため、1グループだけを残して、手直しをさせた。） 

基準杭と基準レールのレベル合わせ

居残り手直し総つき（ヤンゴン方）



作業報告 

日  時 1 月 9 日（木）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 780～860  

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・作業責任者  ４名 ・作業員  ：２３名 

・総突き固め      12k780m ～ 12k800m  Ｌ＝20ｍ 

          12ｋ840m ～ 12k780m  Ｌ＝40ｍ（前後取付け Ｌ＝19ｍは別途施行） 

・道床整理     12ｋ780m ～ 12k800m  Ｌ＝20ｍ 

         12k840m  ～ 12k860m  Ｌ＝20ｍ 

午前 8時に 12k600m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と下り

線 12k780m～860m 間の総突き固め及び道床整理を２グループで実施した。 

基準杭と基準レールのレベル合わ

せて、レール扛上

下り線 12k810 付近総つき固め



作業報告 

日  時 1 月 10 日（金）08：00～13:00 

場  所 下り線 12 ㎞ 643.5～840  

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・作業責任者  ４名 ・作業員  ：２０名 

・総突き固め      12k800m ～ 12k840m  Ｌ＝40ｍ 

・むら直し    12k643.5m  ～12k800m  Ｌ＝49ｍ（継目部中心に施行） 

         12k850m ～ 12k858m Ｌ＝8ｍ 

・通り直し    12k730m ～ 12k750m Ｌ＝20ｍ 

・道床整理     12k800m  ～ 12k840m  Ｌ＝40ｍ 

午前 8時に 12k600m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と下り

線のむら直し、総突き固め及び道床整理を２グループで実施した。 

レールに癖が有り、思うように通りが直らない。 

継目落ち整正

下り線 12k750 付近通り直し



作業報告 

日  時 1 月 13 日（月）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 870～13km100 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・作業責任者 ：3名 ・作業員  ：22 名 

・杭打ち        12k870m ～ 13k100m  １５本  

・マクラギ位置整正   12k900m ～ 13k000m  １６本 

・道床整理        12k840m  ～ 12k900m   Ｌ＝６０ｍ 

午前 8時に 12k600m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と下り

線の総つき用の様杭打ち、マクラギ位置整正、道床整理を実施した。 

大量のバラストが補充されたため、マクラギ位置整正、道床整理だけで、マクラギ交換まで

手が回らなかった。 

明日は、マクラギ位置整正器、レール吊り上げ器を使って作業を行う。 

マクラギ位置整正

施工後の水準測定 大量のバラスト補充で道床整理が必要



作業報告 

日  時 1 月 14 日（火）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 860～12km990 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・ 作業責任者 ４名 ・ 作 業 員 ２２名 

・総つき固め       12ｋ860ｍ ～ 12ｋ890ｍ  Ｌ＝３０ｍ  

・ＰＣマクラギ交換    12ｋ970ｍ ～ 12ｋ990ｍ  ５本 

・ＰＣマクラギ撤去    12ｋ989ｍ          １本 

・マクラギ位置整正     12ｋ970ｍ  ～  12ｋ990ｍ ５本 

・道床整理        12ｋ860ｍ ～  12ｋ890ｍ Ｌ＝３０ｍ  

午前 8時に 12k600m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と下り

線の総つき固め、マクラギ位置整正、マクラギ交換、道床整理を実施した。 

日本からの資機材；マクラギ位置整正器、レール吊り上げ器を使って作業を行った。 

レール吊り上げ器を使ってレール位置整理

マクラギ交換
マクラギ位置整正器を使って位置整正

レール吊り上げ器とトロリー（ネコ車）



作業報告 

日  時 1 月 15 日（水）08：00～12:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 980～13km005 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 作業責任者  ４名  作 業 員  ：１９名 

・ＰＣマクラギ交換    12ｋ980ｍ ～  13ｋ005ｍ  １４本 

・マクラギ位置整正     12ｋ919ｍ 継目部）       ２本 

午前 8時に 13 ㎞ 040m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と下

り線の破損マクラギ交換、マクラギ位置整正を行った。 

新マクラギ挿入

破損マクラギ撤去
短木マクラギを使って仮レール受け

レマクラギ位置整正器を使って破損マクラギの移動



作業報告 

日  時 1 月 16 日（木）08：00～13:30 

場  所 下り線 12 ㎞ 890～13km020 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・ 作業責任者  ４名 ・ 作 業 員  ：２２名 

・総つき固め      12ｋ890ｍ ～ 12ｋ930ｍ  Ｌ＝４０ｍ（取付け１０ｍ別） 

・ＰＣマクラギ交換   13ｋ006ｍ ～ 13ｋ020ｍ  ８本 

・ＰＣマクラギ挿入   13ｋ002ｍ          １本 

・マクラギ位置整正    12ｋ995ｍ ～ 13ｋ003ｍ（ 継目部）５本 

・道床整理       12ｋ890ｍ ～ 12ｋ930ｍ  Ｌ＝４０ｍ 

午前 8時に 13 ㎞ 040m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と

下り線の総つき固め、マクラギ交換、マクラギ位置整正を行った。 

 総つきでは、日本からの豆々ジャッキでは 20 ㎜を上げることが出来ないので、２回に分

けて、上げていたのだが、無理をさせたようで、１台が破損した。木くさびを多用する様に

する。マクラギ破損が多いので、３本を連続して撤去、列車の一時停止、徐行を掛け、マク

ラギにパッキンをかませて、通過させた。 

マクラギ位置整正器は小型ながら強力で重宝しているが、替えのバッテリーが欲しい。 

列車一時停止、徐行
総つき固め

パッキンをレール受け レマクラギ位置整正器を使って破損マクラギの移動



作業報告 

日  時 1 月 17 日（金）08：00～12：00 

場  所 下り線 12 ㎞ 930～13km027 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・ 作業責任者  ４名 ・ 作 業 員  ：２０名 

・総つき固め      12ｋ930ｍ ～ 12ｋ970ｍ 

 Ｌ＝４０ｍ（12ｋ980ｍまで取付け１０ｍ） 

・ＰＣマクラギ交換   13ｋ020ｍ ～  13ｋ027ｍ   ７本 

・ＰＣマクラギ挿入   13ｋ025ｍ            １本 

・道床整理       12ｋ930ｍ ～ 12ｋ970ｍ    Ｌ＝４０ｍ 

 午前 8時に 13 ㎞ 040m 付近の踏切に集合・点呼実施し、点呼後にミャンマー国鉄職員等と

下り線の総つき固め、マクラギ交換、マクラギ位置整正を行った。 

 来週から軌道専門家は 1名体制となる。 

レール扛上量マーキング 
総つき固め

マクラギ運搬 マクラギ挿入 



作業報告 

日  時 1 月 20 日（月）08：00～12：30 

場  所 下り線 12 ㎞ 960～13km020 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・ 作業責任者  ３名 ・ 作 業 員  ：２０名 

・総つき固め      12ｋ960ｍ ～ 12ｋ980ｍ  Ｌ=20ｍ（手直し） 

12ｋ980ｍ ～ 13ｋ020ｍ  Ｌ=４０ｍ 

・通り直し       12ｋ960ｍ ～ 12ｋ980ｍ 

・ＰＣマクラギ交換   13ｋ019ｍ            1 本 

・            13ｋ028ｍ ～ 13ｋ034ｍ   １０本 

・道床整理       13ｋ028ｍ ～ 13ｋ040ｍ    

 午前 8時に 13 ㎞ 040m 付近の踏切に集合・点呼実施し、ミャンマー国鉄職員等と下り線の

総つき固め、通り直し、マクラギ交換を行った。 

 新虎の手（バラスト掻出し）が出来たので、各班に渡して作業を始めた。 

レール扛上量計測と総つき固め マクラギ交換

レール仮受 
新虎の手と旧虎の手 



作業報告 

日  時 1 月 21 日（火）08：00～12：30 

場  所 下り線 13 ㎞ 012～13km230 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・ 作業責任者 ３名 ・ 作 業 員 ２１名 

・むら直し       13ｋ015ｍ ～ 13ｋ020ｍ   

13ｋ025ｍ ～ 13ｋ030ｍ  

13ｋ040ｍ ～ 13ｋ050ｍ 

・通り直し       13ｋ037ｍ 

・ＰＣマクラギ交換   13ｋ035ｍ ～ 13ｋ037ｍ    ３本 

・            13ｋ040ｍ            １本 

・道床整理       13ｋ030ｍ ～ 13ｋ050ｍ    

・発生ＰＣマクラギ整理 12ｋ970ｍ ～ 13ｋ040ｍ 

・基準杭建植      13ｋ130ｍ ～ 13ｋ230ｍ 

 午前８時に１３ｋ０４０ｍ付近の踏切に集合・点呼実施後、下り線 13ｋ035ｍ付近からＰ

Ｃマクラギ交換、むら直し及び線路こう上用基準杭建植を行った。 

マクラギ位置整正 むら直し

踏切周りの土砂撤去 



作業報告 

日  時 1 月 22 日（水）08：00～12：30 

場  所 下り線 13 ㎞ 050～13km120 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・ 作業責任者  ３名 ・ 作 業 員  ：１９名 

・横断暗きょ（踏切両側）   2 カ所 

・横断排水路清掃       1 か所 

・継目マクラギ位置整正    6 か所 

・PC マクラギ挿入       1 本 

・道床整理          13ｋ060ｍ ～ 13ｋ120ｍ   

・レール扛上量確認      13ｋ055ｍ ～ 13ｋ120ｍ  

・レベル測量         13ｋ110ｍ ～ 13ｋ560ｍ 

 午前 8時に 13 ㎞ 040m 付近の踏切に集合・点呼実施し、ミャンマー国鉄職員等と下り線の

踏切両脇横断暗渠、クラギ位置整正、マクラギ挿入、レベル測量を行った。 

 明日は 13k055～13k140 で総つきを行う。 

レール扛上量計測 踏切脇暗きょ

横断排水路 
レール位置整正 



作業報告 

日  時 1 月 23 日（木）08：00～12：30 

場  所 下り線 13 ㎞ 10～13km145 

作業内容 

・統括責任者 ： 欠 ・ 作業責任者  ４名 ・ 作 業 員  ：１９名 

・むら直し          13ｋ10ｍ ～ 13ｋ55ｍ 

13ｋ60ｍ ～ 13ｋ70ｍ 

・総つき固め         13ｋ60ｍ ～ 13ｋ90ｍ 

・継目マクラギ位置整正    2 カ所（13ｋ134、13ｋ144 10 本移動） 

 午前 8時に 13 ㎞ 040m 付近の踏切に集合・点呼実施し、ミャンマー国鉄職員等と下り線総

つき固め、むら直し、クラギ位置整正を行った。 

 明日はマーキング、マクラギ位置整正、バラストのかき上げを行う。 

総つき固め 踏切脇つき固め

むら直し レール位置整正 



作業報告 

日  時 1 月 24 日（金）08：00～12：30 

場  所 下り線 13 ㎞ 130～13km300 

作業内容 

・統括責任者；欠 ・作業責任者；４名 ・作業員；２３名 

・むら直し   13ｋ130ｍ～134ｍ、13ｋ143ｍ～147ｍ 

・継目マクラギ位置整正 13ｋ155ｍ3 本、13ｋ160ｍ1 本、13ｋ167ｍ4 本、13ｋ178ｍ6 本 

・マクラギ挿入 13ｋ180ｍ1 本 

・バラスト整理 13ｋ100ｍ～300ｍ 

 午前 8時に 13 ㎞ 040m 付近の踏切に集合・点呼後、むら直し、マクラギ位置整正を行った。 

 明日土曜日は、下り線 12 ㎞～14 ㎞の列車動揺測定を行う。 

来週は、12 ㎞ 500 分岐器の破損マクラギ交換、つき固め、分岐器周りのむら直し等を行

う。 

マクラギ位置整正 バラスト整理 

跡検測 



作業報告 

日  時 1 月 27 日（月）08：00～12：30 

場  所 下り線 12 ㎞ 510 分岐器 

作業内容 

・統括責任者：欠 ・作業責任者：４名 ・作業員：２２名 

・分岐マクラギ交換 ４本（3m マクラギ）、 分岐マクラギ位置整正  １本 

・レベル測量（12ｋ380ｍ～12ｋ630ｍ） Ｌ＝250ｍ  

午前 8時に 12 ㎞ 630m 踏切に集合・点呼実施し、分岐マクラギ、レベル測量を行った。 

分岐マクラギ交換時には、両側にパッキンを入れ、水準に気を付けながら作業を行った。 

 明日は分岐マクラキ 7本交換を目標に安全に作業を進める。 

安全作業徹底の点呼                   分岐マクラギ挿入 

パッキング  
穿孔（ギムネ） 

つき固め 
水準検測 



作業報告 

日  時 1 月 28 日（火）08：00～12：30 

場  所 下り線 12 ㎞ 510 分岐器 

作業内容 

・統括責任者：欠 ・作業責任者：４名 ・作業員：２０名 

・分岐マクラギ交換 ７本（5m3 本、3m4 本、） 

午前 8時に 12 ㎞ 630m 踏切に集合・点呼実施し、事前検測、分岐マクラギ交換を行った。 

分岐マクラギ交換時には、パッキンを入れ、安全に気を付けながら作業を行った。 

 明日は分岐マクラキ 9本交換を目標に安全に作業を進める。 

      レベル測量の説明                          

パッキング  
タイプレート 

 穿孔 
イヌクギ打ち 

5m マクラギ挿入 





作業報 

場  所 下り線 12 ㎞ 500m 付近分岐器 

作業内容 

・統括責任者：欠 ・作業責任者：4名 ・作業員：19 名 

・分岐マクラギ交換 10 本(PC 2 本、木枕木 8本) 

午前 8時に 12 ㎞ 630m 踏切に集合・点呼実施し、事前検測、分岐マクラギ交換を行った。 

分岐マクラギ交換時には、パッキンを入れ、安全に気を付けながら作業を行った。 

 明日は分岐マクラキ 7本交換を目標に安全に作業を進める。 

木枕木運搬 PC 枕木運搬

木枕木挿入 PC 枕木挿入

孔あけ、犬釘打ち 突き固め



作業報 

場  所 下り線 12 ㎞ 500m 付近分岐器 

作業内容 

・統括責任者：欠 ・作業責任者：4名 ・作業員：21 名 

・分岐マクラギ交換 8 本(木枕木 8本) 

午前 8時に 12 ㎞ 630m 踏切に集合・点呼実施し、分岐マクラギ交換、位置整正、仮杭打設、

レベル測量を行った。分岐マクラギ交換時には、パッキンを入れ、安全に気を付けながら作

業を行った。明日は分岐器前後の総つき固めを行う。 

古枕木と新枕木 分岐器付近突き固め

仮杭打設 測量の状況①

測量の状況② 仮杭の上に置いた温度計



作業報  1 月 31 日（金） 

場  所 下り線 12 ㎞ 500m 付近分岐器 

作業内容 

・統括責任者：欠 ・作業責任者：4名 ・作業員：23 名 

・分岐器付近総突き固め 

午前 8時に 12 ㎞ 630m 踏切に集合・点呼実施し、分岐付近の総つき固め、通り直し、レベル

測量を行った。月曜日は 13km90m 付近からの総つき固めを予定 

分岐器付近突き固め① 分岐器付近突き固め②

通り直し レベル測量

検測の状況 整備終了後（バゴー側からの写真）
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